
北
里
柴
三
郎
博
士
（
以
下
「
北
里
」
）
は
東
京
大
学
医
学
部
を
明
治

十
六
年
（
一
八
八
三
）
卒
業
、
三
年
後
明
治
十
八
年
十
一
月
よ
り
明

治
二
十
五
年
二
八
九
二
）
五
月
ま
で
主
に
コ
ッ
ホ
の
研
究
室
に
滞

在
し
、
研
究
に
従
事
し
た
時
代
は
近
代
微
生
物
学
の
黎
明
期
で
あ

っ
た
事
、
そ
し
て
北
里
の
帰
国
後
の
伝
染
病
研
究
所
の
設
立
に
よ

り
門
下
生
に
細
菌
学
者
輩
出
し
、
本
邦
の
細
菌
学
が
飛
躍
的
に
発

展
し
た
事
は
よ
く
知
ら
れ
、
ま
た
認
め
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
期
刊
行
の
細
菌
学
書
は
明
治
十
九
年
に
始
ま
り

未
だ
微
々
た
る
も
の
で
、
北
里
著
宇
都
宮
綱
條
編
募
『
徽
菌
学
研

究
」
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
が
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
発
表
し

た
論
文
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
七
年
二
八
九
四
）
三
月
よ
り
細
菌
学
及
び
伝
染
病
学

の
普
及
を
目
的
に
研
究
生
制
度
を
発
足
さ
せ
、
研
究
生
を
全
国
よ

20

北
里
柴
三
郎
口
述
中
川
愛
咲
編
墓
「
伝
染
病

研
究
講
義
」
の
内
容
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
の
発
見
に
つ
い
てｊｌｏ

会
田
恵

ｊ２
田
口

文
章

り
募
り
明
治
二
十
七
年
四
月
に
は
第
一
回
生
六
名
を
受
け
入
れ
、

一
期
三
ヵ
月
で
講
義
と
実
習
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
の

講
習
会
で
の
北
里
の
講
義
を
中
川
愛
咲
が
記
録
し
た
も
の
が
、
北

里
柴
三
郎
口
述
の
伝
染
病
講
義
第
一
巻
（
以
下
「
本
書
」
）
で
あ
る
。

本
書
を
演
者
は
所
持
し
て
い
る
が
、
第
二
巻
以
後
は
文
献
的
に
も

そ
の
出
版
は
不
明
で
あ
る
。

本
書
内
容
で
あ
る
が
最
初
よ
り
各
論
と
な
っ
て
お
り
次
の
各
章

に
な
っ
て
い
る
。

第
一
章
脾
脱
疸
菌

第
二
章
悪
性
水
腫
菌

第
三
章
ラ
ウ
シ
ュ
ブ
ラ
ン
卜
菌
（
鳴
疸
菌
）

第
四
章
破
傷
風
菌

第
五
章
印
度
虎
列
刺
菌

第
六
章
再
帰
熱
螺
旋
菌

第
七
章
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌

そ
れ
ぞ
れ
の
各
章
は
概
論
・
所
在
・
形
態
・
芽
胞
・
固
有
運
動
・

染
色
法
・
大
気
の
要
否
・
温
度
及
び
発
育
・
人
口
培
養
・
理
化
学

的
作
用
二
対
ス
ル
抵
抗
力
・
産
生
物
・
動
物
試
験
・
鑑
別
・
免
疫
・

毒
力
試
験
・
予
防
・
伝
播
・
消
毒
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
詳
細
に
述
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く
ら
れ
一
二
○
頁
に
な
る
。

巻
末
に
は
写
真
図
が
十
六
表
ま
で
計
七
十
二
枚
の
自
然
大
、
百

倍
、
五
百
倍
、
千
倍
の
染
色
標
本
、
聚
落
、
血
液
、
組
織
標
本
な

ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
本
書
の
内
容
に
含
ま
れ
て
い

な
い
メ
チ
ニ
コ
フ
菌
、
エ
ル
ベ
河
湾
曲
菌
の
写
真
も
出
て
い
る
。

こ
こ
で
第
七
章
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
」
の
第
一
項
の
「
概
論
、

発
見
ノ
次
第
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
項
は
次
の
通
り
の
記

載
と
な
っ
て
い
る
二
部
の
み
）
。

然
ル
ー
千
八
百
九
十
二
年
二
至
り
始
メ
テ
本
菌
ノ
「
グ
リ
ス
リ

ン
」
寒
天
培
養
基
二
発
育
ス
ル
事
ヲ
確
定
シ
タ
リ
（
北
里
・
樹
逸
書

事
週
報
九
十
二
年
一
月
）
帰
其
純
粋
培
養
ヲ
獲
ル
方
法
ハ
結
核
菌
培

養
法
（
喀
疾
ョ
リ
純
粋
培
養
ヲ
獲
ル
法
）
二
於
テ
之
ヲ
詳
述
セ
ン
。
又

爾
後
プ
フ
ァ
イ
フ
ェ
ル
氏
ハ
血
液
ヲ
寒
天
斜
面
培
養
基
二
塗
布
シ

以
テ
本
菌
ノ
培
養
ヲ
得
タ
ル
ナ
リ

右
に
示
し
て
あ
る
ｐ
２
尉
呂
の
三
且
尉
ヨ
厨
房
言
ｏ
８
ｇ
の
‐

ｎ
言
爵
ぐ
巳
・
畠
ｚ
ｏ
＆
口
鵲
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
病
原
体
治

療
の
一
報
と
し
て
ぐ
○
１
口
且
侭
①
冨
葺
胃
旨
侭
９
号
閏
呂
①

厚
尉
①
帰
司
号
門
旨
唾
匡
①
自
国
四
の
表
題
で
伝
染
病
研
究
所
研
究
部
門

長
胃
．
四
四
庫
閏
に
よ
る
寄
稿
が
出
て
い
て
、
す
ぐ
続
い
て
胃
．

切
園
国
忠
目
の
名
前
で
ご
号
曳
号
邑
旨
塵
月
冒
旨
号
闇
邑
吊
匡
且

陥
ヨ
○
巳
９
吋
く
国
衝
ご
ｇ
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
の
純
粋

培
養
に
成
功
し
た
事
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
こ

の
発
表
の
一
八
九
二
年
五
月
に
北
里
は
帰
国
し
て
い
る
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
菌
の
発
見
は
宛
．
国
①
蚤
閏
と
い
自
国
閏
ｇ
両
者
に
よ

る
も
の
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
北
里
が
ド
イ
ツ
よ
り
帰
国
後
二
年
で
行
な
っ
た
講
義
で

あ
る
の
で
、
近
代
病
原
細
菌
学
の
創
始
者
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ

に
学
ん
で
き
た
当
時
で
は
最
新
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
研
究
者

も
随
所
に
紹
介
し
て
あ
り
、
北
里
の
発
見
（
一
八
八
九
）
で
あ
る
鳴

疸
菌
、
破
傷
風
菌
の
嫌
気
性
人
工
培
養
の
記
載
も
さ
れ
て
い
る
。

特
に
こ
の
内
容
の
中
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
の
項
で
北
里
が
人
工

培
養
に
成
功
し
た
記
載
に
注
目
し
、
原
著
の
論
文
の
調
査
を
行
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
ｎ
柏
崎
市
・
会
田
医
院
）

（
の
北
里
大
学
衛
生
学
部
微
生
物
学
教
室
）
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